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◆台風シーズン到来　日頃から災害に対する危機意識を高めましょう◆
　最近では、毎年のように全国各地で地震災害や豪雨災害などが発生しています。大雨や
強風、洪水を想定した早めの備え・行動をとりましょう。

■知っていますか？　避難のための情報 
種　類 内　　容

避難準備・高齢
者等避難開始

今後の状況によっては避難勧告や避難指示（緊急）の発令を行うことが予想される
ため、避難の準備を呼びかけるものです。また、要援護者（ご高齢の方、障がいの
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難を開始しましょう。

避難勧告 災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まっています。速やか
に避難場所へ避難をしましょう。

避難指示（緊急） 災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に高まっていま
す。まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしましょう。

※この順番で発令されるとは限りません。また、発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を開始してください。

セーフコミュニティ認証の町“箕輪町”

セーフコミュニティニュース
月 刊

第89号2010年（平成22年）5月1日創刊 〜あいさつで広げよう地域の絆〜
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風水害に備えよう 雨が降り続いたりすると地盤が緩み土砂災害が発生しやすくなり
ます。前兆現象を確認した場合は、早めに避難しましょう。

情報の収集
テレビ・ラジオ等の気象
情報に注意し、防災行政無
線や広報車の呼びかけに
耳を傾けましょう。

日頃からの対策
強風によって鉢植えや物
干し竿などが飛散しない
よう、家屋全体を点検・整
理整頓しておきましょう。

非常備蓄品等の確保
直ちに避難できるよう非
常備蓄品（最低3日分）や
非常持出品を準備してお
きましょう。

早めの避難を
斜面のひび割れ、井戸や沢
の水が濁る、樹木が傾くな
どの前兆を確認したら、早
めに避難しましょう。

 ■ 浄化槽で快適な暮らしを ■
　『下水道が来ていないから、トイレはくみ取りで…』
と諦めていませんか？下水道整備地区外で汚水を下水
道へ流せないご家庭でも、浄化槽を設置することで水
洗トイレを使うことができます。

 ■ 浄化槽補助制度の活用を ■
　『浄化槽を設置したいけど、お金がかかるし…』とお
悩みの方は、補助制度がありますのでお気軽に事務局ま
でお問い合わせください。※補助には条件があります。

浄化槽は維持管理が大切です
　浄化槽の維持管理は、保守点検、清掃、法定検査に
分かれますが、浄化槽法でそれぞれ定期的に実施する
ことが義務づけられています。

 ■ 保守点検は登録業者、清掃は許可業者に ■
　浄化槽の保守点検は、機械の点検・補修や消毒剤の
補給などを行います。県知事の登録を受けた保守点検
業者に委託をしてください。
　また、浄化槽内に溜まった汚泥などを抜き取る作業
を清掃といいますが、これは町長の許可を受けた浄化
槽清掃業者が行うことになっていますので、許可業者
に委託してください。

 ■ 指定検査機関の法定検査を受けてください ■
　浄化槽の使用開始後3か月を経過した日から5か月
の間と、その後は1年に1回、県知事が指定した検査
機関である（公社）長野県浄化槽協会の実施する法定
検査を受けることが義務となっています。義務が遵守
されていないときは、県知事から指導・助言、勧告、命
令がなされ、命令に従わなければ過料が課せられます。

豊かな水環境を守ろう　10月1日は浄化槽の日

問合せ先 箕輪町浄化槽維持管理組合事務局（箕輪町役場内）　☎79―3111（内線181）




